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図－7 塩分浸透深さ 
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図－6 せん断強度 
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測スランプは 14.0cm であった。 

(1) 実験概要 

検証実験の概要を図－4 に、実験状況を写真－2 に示す。既設ブロックを想定した箇所は、標準的な打込み・締

固めを行った。新設ブロックは、コンクリートを打ち込み、締固めを行った後に、継時的にＮ式貫入試験を行い、

各ブロックに定めた突き棒の貫入量に達した時点で、再振動を各点５秒ずつ行った。コンクリートの硬化後、一

般部と打継部においてコア供試体を採取し、強度試験と塩分浸透試験を実施した。 
 
 
 
 
 
 
 

 
(2) 実験結果 

i)圧縮強度 

再振動位置付近の一般部にて採取したコア供試体の圧縮強度試験結果を図－5に

示す。再振動をしない場合に比べて、突き棒の貫入量が 100～150mm 時に再振動す

ることで、圧縮強度が高くなることを確認した。また、単位容積質量も大きくなっ

ていたことから、再振動によりコンクリート中の余剰水や空気が排除され、密実に

なっていると考えられる。なお、外気温 23℃の環境下において、突き棒の貫入量

が 100～150mm に達したのは打設後 15 分程度であった。 

ii)せん断強度 

鉛直打継目を跨いだ打継部にて採取したコア供試体のせん断強度試験結果を図

－6 に示す。突き棒の貫入量が 75～150mm 時に再振動することで、せん断強度が高

くなることを確認した。これは、圧縮強度と同様に、再振動によって打継目から余

剰水や空気が排除され、打継目の品質が向上したためと考えられる。 

iii)塩分浸透深さ 

せん断強度試験と同様に、打継部にて採取したコア供試体の塩分浸透深さを評価

した。試験は、気中養生(材齢 28 日)を終えた供試体を NaCl 濃度 10％の塩水中に

91 日間浸漬した後、打継目に沿って割裂し、割裂面に硝酸銀溶液を噴霧して、塩

分浸透深さを測定した(図－7)。その結果、再振動の有無により塩分浸透深さに優

位な差は見られなかった。これは、再振動を行わない場合においても適切な打込

み・締固めがなされていたためと判断される。なお、参考として浸漬前に打継目上

部に浸透性エポキシ樹脂を塗布したケースでは、塩分浸透深さが相対的に小さく、

打継目の耐久性を向上させる効果が認められた。 

４．まとめ 

本工事で実施した再振動締固めは、標準的なコンクリートの施工に対し、鉛直

打継目の力学的な性能をさらに向上できることを実験により確認した。その中で

も再振動の時期は、突き棒の貫入量がおおよそ 70～150mm 程度の時が好ましいと

いう知見を得た。なお、上記貫入量となる時間は、気候やコンクリートの条件(温

度、配合等)により異なるため、事前に確認すべきである。本報が、実施工にお

ける鉛直打継目の品質向上の一助となれば幸いである。 
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写真－2  検証実験状況 

(左：Ｎ式貫入試験，右：再振動締固め) 図－4 検証実験 概要図 
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